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台風18号の気象等について

(1) 台風18号の経路

台風18号は、８月28日に発生し、発達しながら西北西に進んだが、９月６日夜

からは進路を北東に変え、９月７日９時30分頃に九州の長崎市付近に上陸した。

その後、大型で強い勢力を保ったまま日本海を速度を60km/hに上げて北東に進

み、８日深夜から昼過ぎにかけて北海道の西海上を約35km/hに速度を落として北

上し、８日15時に宗谷海峡付近で温帯低気圧に変わった。

図２－１ 台風１８号の経路
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(2) 台風18号の気象

台風18号の中心気圧は、９月７日９時に長崎市付近で945hpa、８日９時に小樽

市沖に接近したときは970hpaと勢力を保ったまま北上した。

さらに、８日15時に宗谷海峡付近で温帯低気圧に変わったが、このときの中心

気圧は960hpaであり、引き続き勢力は衰えなかった。

図２－２ ９月７日９時の気圧配置 図２－３ ９月８日９時の気圧配置 図２－４９月８日１５時の気圧配置

（気象庁ＨＰから） （同左） （同左）

ア 風の状況

この台風18号の暴風域をみると、北海道に接近し通過中の８日６時台は道南

から道央の一部のみであったが、温帯低気圧に変わる３時間前の同日12時には

北海道のほぼ全域に拡大し勢力が衰えていなかった。

図２－５ 台風１８号の暴風域 （気象庁ＨＰより抜粋）
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こうした強風について、最大瞬間風速における風向及び風速を洞爺丸台風と台

風18号の記録で比較すると、

(1) 風向については、いずれも南寄りの強風（吹き返し）であること

(2) 風速（45m/s以上の強風）については、洞爺丸台風では道南から道央にかけ

て記録し、台風18号時ではこれに加えてオホーツク海沿岸地方でも記録してい

ること

等の共通点がみられる。

また、風倒被害のあった、昭和49年、昭和56年の強風も南よりの風であった。

(1) 昭和49年４月21日 最大瞬間風速31.2m/s 風向 南東

(2) 昭和56年８月23日 最大瞬間風速27.5m/s 風向 南東

図２－６ 洞爺丸台風時の最大瞬間風速と風向 図２－７ 台風１８号時の最大瞬間風速と風向

（札幌管区気象台データより作成） （札幌管区気象台データより作成）

今回、風倒木被害が発生した江別市に隣接している札幌市のデータ（札幌管区

気象台）では、南よりの強風が７日23時台から吹きはじめ、８日10時台には最大

風速21m/s以上の強風を記録し、同日11時17分には最大瞬間風速50.2m/sを記録し

た（図２－８）。

その後も、同日13時台まで10m/s以上の強風が続いた。この間の風向は、台風

18号の接近前から通過後まで、南東から南西寄りの強風が長く続いた。
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図２－８ 台風18号による風向・風速（日最大風速）

（札幌管区気象台資料より作成）

図２－９ 台風18号による風向・風速（最大瞬間風速）

（札幌管区気象台資料より作成）
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イ 雨の状況

一方、台風18号の期間内降雨

量をみると、記録的な暴風とな

った札幌市や雄武町で、最大日

雨量の10年平均値と比較して

も、極めて少ないことがわかる。

図２－１０ 台風18号時の最大日雨量

（札幌管区気象台データより作成）

また、台風18号と同様に記録的な暴風を伴った洞爺丸台風時の最大１時間雨

量及び最大日雨量と比較したところ、これに比べても降雨量は少なく、台風18

号による雨の影響は極めて少

いといえる。

図２－１１ 洞爺丸台風と台風18号の雨量比較

（札幌管区気象台データより作成）

以上のように、台風18号の気象の特徴は、雨による影響は少なかったが、台風

の中心が日本海上を北海道に沿って北上したため、北海道接近時から通過後の温

帯低気圧に変化した後まで強風が衰えず、長時間に亘り南西の強い風が続いたこ

とである。

最大１時間雨量（台風１８号）

最大１時間雨量（洞爺丸台風）

最大日雨量（台風１８号）

最大日雨量（洞爺丸台風）

雄武町
苫小牧市

札幌市

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

降雨量

（ｍｍ）

札
幌

市

雄
武

町

苫
小

牧
市

（９月８日の日雨量）

（最大日雨量10年平均値）
0.0

20.0
40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

雨量
（ｍｍ）



野幌森林公園

現地気圧 海面気圧 気温 相対湿度 風向 風速 降水量
時刻 hPa hPa ℃ ％ m/s mm
1時 987.4 990.4 22.1 88 南南東 8.9 7

2時 986.5 989.5 22.9 87 南 8.8 9.5

3時 984.5 987.5 22.5 88 南南東 12.3 6

4時 983.4 986.4 22.7 88 南南東 8.2 3.5

5時 981.7 984.7 22.6 87 南東 9.1 1.5

6時 979.5 982.5 22.9 84 南東 9.9 0.5

7時 977.1 980 22.9 84 東南東 9.2 1

8時 973.7 976.6 25.1 66 南南東 10.9 0.5

9時 972.7 975.6 21.8 70 南南東 20.5 0

10時 970 972.9 24.4 53 南南西 19 0.5

11時 973.2 976.1 23.2 53 南西 14.2 0

12時 976 978.9 22.3 59 南西 16.7 0

13時 982.4 985.4 21.7 60 南西 11.5 0

14時 986.4 989.4 20.2 67 西南西 7.9 0

15時 988.9 991.9 21.3 56 西 8.1 --

16時 990.9 993.9 20 61 西 5.5 0

※気象庁電子閲覧室（http://www.data.kishou.go.jp/）

札幌観測所の気象データ

※表は毎時の観測値を示す。
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江別観測所の気象データ

降水量 気温 風速 風向 日照時間
時 mm ℃ m/s 時間

1時 1 23.2 12 南南東 0

2時 3 23.6 13 南南東 0

3時 1 23.6 12 南南東 0

4時 0 23.6 11 南南東 0

5時 1 23.5 8 南南東 0

6時 0 23.6 9 南 0

7時 0 24.9 13 南南東 0.1

8時 0 26.3 18 南南東 0.9

9時 1 23.9 20 南 0.2

10時 0 22.6 20 南 0.7

11時 0 24.2 14 南南西 0.5

12時 0 23.7 13 南西 0.6

13時 0 21.6 13 南南西 0.7

14時 0 22.4 9 南西 0.6

15時 0 20.9 6 南西 0.1

16時 0 20.5 8 西 0

野幌森林公園

※気象庁電子閲覧室（http://www.data.kishou.go.jp/）
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野幌の森林の沿革

西 暦 年 号 概 要

１８７９ 明治１２年 開拓使札幌支庁の官林調査結果（明治７年に開始）

面積 5,607町歩

樹木本数 841万本（針葉樹21％）

１８９５ 明治２８年 水源涵養の目的のため禁伐林となる（枯損木は薪炭

材として地元民へ払い下げ）

１８９７ 明治３０年 針葉樹林保育施業

トドマツ主体の天然林400町歩を間伐手入れ

（12.4万本）

１８９８ 明治３１年 大水害による農家救済のため間伐実施（21万本）

老齢広葉樹大径木の巻枯らし

１８９９ 明治３２年 野幌官有林を町村の財産とするため、周縁の町村に

分割する方針が打ち出されたが、水田の用水の確保、

作物の防風効果、気候の調和等、森林の保全を求める

地元民の反対運動によって中止され、この森林が現在

まで残るものとなった

１９０８ 明治４１年 野幌林業試験場が設置され、約3,400haが試験林と

なった

１９０９ 明治４２年 禁伐林解除(苗畑用地、試験植栽のため20町歩皆伐)

１９１５ 大正 ４年 毎年10町歩内外ずつ、カラマツ、ヨーロッパトウ

～ ～ ヒ、トドマツ、エゾマツ、ヨーロッパアカマツ、スト

１９２１ １０年 ローブマツ、スギ、グイマツ、ヤチダモ等外国産、本

州産、道産の樹種が植栽された

１９１８ 大正 ７年 風倒木発生（約27,000㎥）

１９２２ 大正１１年 官行斫伐開始

１９１３ 大正 ２年

～ ～ 年平均伐採量9,000㎥

１９３９ 昭和１４年

１９３６ 昭和１１年 風倒木発生（約1,900㎥）

１９４１ 昭和１６年 風倒木発生（約3,000㎥）

１９４２ 昭和１７年 風倒木発生（約1,900㎥）

第２次世界大戦中 軍用材生産のため大規模な伐採を実施

終戦後 食糧増産のため約2,200haが農地に転用されたこと

から野幌国有林はほぼ半減した

１９５３ 昭和２８年 老齢木、不良木、被害木の単木択伐を主体とする施

業計画作成（古くから農業用水源として利用され地元

住民の森林保全の関心も強かったため、森林状態の急

激な変化を避けることが意図された)
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西 暦 年 号 概 要

１９５４ 昭和２９年 洞爺丸台風により、風害が発生したため作業法を皆

伐作業に変更し、被害木整理を実施（被害材積約

44,000㎥）

１９５８ 昭和３３年 木材増産体制強化に伴い皆伐作業が全面的に採用

１９６８ 昭和４３年 道立自然公園野幌自然公園に指定

１９６９ 昭和４４年 昭和の森野幌自然休養林に指定

１９７３ 昭和４８年 レクリエーションの森制度の発足に伴い、自然休養

林もレクリエーションの森のひとつとして取扱うこと

に決定

１９７４ 昭和４９年 風倒木発生（約30,000㎥）

１９８１ 昭和５６年 風倒木発生（約3,000㎥）

２００２ 平成１４年 第二次地域管理経営計画

レクリエーションの森の選定目的に応じ、適切な管

理経営を行うことを明記

２００４ 平成１６年 風倒木発生（約10,000㎥） 台風18号
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図１

 

風倒被害地と管理道等すべてのバッファとの関係

図2 風倒被害地と市道(基線)との関係(巾14.5m) 図3 風倒被害地と管理道との関係(巾3.6m)

図4 風倒被害地と歩道との関係(巾3.0m)
図5 風倒被害地と歩道との関係(巾1.5m)
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胸高直径と風倒木面積(合計)
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樹高と風倒木面積(合計)
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倒木の樹種構成
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人工林における樹種構成
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林班面積(ha)

倒木面積(ha)

割合

林班面積(ha) 6.8 0.5 11.7 0.0 0.8 0.3 2.6 0.0 1.2 0.4 4.0 5.0 20.6 3.5 86.3 4.1 129.3 1.5 14.1 176.3 12.2 1.5 4.3 13.5 0.0

倒木面積(ha) 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.3 0.5 0.0 3.2 0.9 8.2 0.0 0.6 29.7 2.1 0.0 0.0 0.9 0.0

割合 0.0% 0.0% 1.8% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.8% 1.2% 6.9% 2.4% 0.4% 3.7% 22.3% 6.4% 1.9% 4.2% 16.9% 17.0% 0.0% 0.0% 7.0% 0.0%
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天然林における樹種構成
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林班面積(ha)

倒木面積(ha)

割合

林班面積(ha) 0.0 0.0 1.0 0.1 0.0 11.3 1.4 8.8 0.0 0.0 0.0 0.0 9.6 512.1 1.8 0.0 1.8 0.0 0.0 451.6 1.1 0.0 0.0 0.7 0.0

倒木面積(ha) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.2 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 9.2 0.0 0.0 0.1 0.0 0.0 12.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

割合 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.5% 1.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.9% 1.8% 0.0% 0.0% 3.2% 0.0% 0.0% 2.7% 0.0% 0.0% 0.0% 3.2% 0.0%
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風倒木の標高階別分布
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面
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0%
1%
2%
3%
4%
5%
6%
7%
8%
9%
10%

全体（ha）

風倒被害地(ha)

風倒被害割合

全体（ha） 53.5 166.2 151.0 177.6 315.4 381.7 243.1 86.4 27.5

風倒被害地(ha) 0.6 4.2 5.2 8.2 10.2 25.0 16.2 2.1 1.2

風倒被害割合 1.2% 2.5% 3.4% 4.6% 3.2% 6.5% 6.7% 2.4% 4.4%

10-20 20-30 30-40 40-50 50-60 60-70 70-80 80-90 90-100

風倒木の傾斜区分別分布
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3%
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8%
9%
10%

全体(ha）

風倒被害地(ha)

風倒被害割合

全体(ha） 325.1 631.8 317.7 232.5 77.2 15.3 2.6 0.3

風倒被害地(ha) 24.2 26.5 13.3 7.6 1.4 0.1 0.0 0.0

風倒被害割合 7.5% 4.2% 4.2% 3.3% 1.8% 0.6% 0.0% 0.0%

0-1 1-3 3-5 5-10 10-20 20-30 30-40 40-50

標高と風倒被害地

傾斜角と風倒被害地

-56-



風倒木の斜面方位別分布
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全体（ha）

風倒被害地(ha)

風倒被害割合

全体（ha） 53.5 166.2 151.0 177.6 315.4 381.7 243.1 86.4

風倒被害地(ha) 0.6 4.2 5.2 8.2 10.2 25.0 16.2 2.1

風倒被害割合 1.2% 2.5% 3.4% 4.6% 3.2% 6.5% 6.7% 2.4%

北 北東 東 南東 南 南西 西 北西
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